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翻
　
刻

　【
解
題
】

　

当
資
料
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
の
木
村
家
文
書
一
九
九
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
全
文
画
像
公
開
も

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
歌
が
出
来
し
た
契
機
は
、
資
料
中
の
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
に
藩
士
の
佐
藤
長
兵
衛
直
長
の
家
で
北
野
天
満
（
祭
神
菅
原
道
真
）

の
式
日
に
和
歌
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
関
口
六
蔵
（
満
雅
、
東

嶺
）
の
勧
め
も
あ
り
、
米
沢
の
吟
友
か
ら
北
野
天
満
へ
奉
納
す
る
詩
歌
を
蒐
集
し
、

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
一
軸
に
ま
と
め
た
。
そ
の
後
も
詩
歌
は
追
加
さ
れ
、
現

在
の
形
態
に
な
っ
た
の
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
で
あ
っ
た
と
い
う
①
。

　
『
米
沢
市
史
』
に
は
米
沢
の
寛
永
・
宝
暦
年
間
（
一
七
四
八
〜
一
七
六
四
）
の
文

化
の
様
子
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
ま
た
『
上
杉
鷹
山―

改
革
へ
の
道―

』
に
一
部
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
②
、
全
文
の
翻
刻
は
未
だ
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
今
こ
こ
に
翻
刻
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
詩
歌
が
編
ま
れ
た
時
期
で
あ
る
、
寛
延
三
年
か
ら
明
和
三
年
の
十
六
年
間
は
、

第
八
代
藩
主
上
杉
重
定
の
藩
政
下
で
あ
る
。
宝
暦
年
間
に
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
藩

財
政
が
悪
化
し
た
上
に
、
飢
饉
が
頻
発
し
、
特
に
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
は
「
宝

五
の
大
飢
饉
」
と
い
わ
れ
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
、
川
堰
の
決
壊
に
よ
る
甚
大
な
被
害

を
蒙
っ
た
年
で
あ
っ
た
③
。
そ
の
翌
年
、
翌
々
年
も
長
雨
や
大
雨
が
頻
発
し
、
米
沢

の
人
口
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
十
三
万
三
二
五
九
人
か
ら
、
宝
暦
十
一
年

（
一
七
六
一
）
に
は
九
万
九
三
六
九
人
と
大
幅
な
減
少
に
至
っ
て
い
る
。

　

ま
た
藩
政
に
お
い
て
も
混
乱
が
見
ら
れ
た
。
宝
暦
十
三
年
に
は
藩
政
を
専
横
し
て

い
た
森
平
右
衛
門
利
真
（
の
ち
利
直
）
が
藁
科
松
伯
貞
祐
の
家
塾
で
あ
る
菁
莪
館
に

集
っ
た
「
菁
莪
社
中
」
及
び
竹
俣
当
綱
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
竹
俣
が

奉
行
（
家
老
）
と
な
り
藩
政
を
主
導
し
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
な
る
と
上
杉

重
定
の
養
子
で
あ
っ
た
上
杉
治
憲
（
鷹
山
）
が
家
督
を
継
ぎ
、
藩
政
の
立
て
直
し
が

図
ら
れ
て
い
く
が
、
こ
の
詩
歌
編
纂
時
は
そ
の
黎
明
期
で
あ
っ
た
。

　

米
沢
の
俳
諧
史
に
お
い
て
は
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）、
美
濃
派
の
俳
人
安
田

以
哉
坊
（
一
七
一
五
〜
一
七
八
〇
）
が
来
訪
し
た
こ
と
が
画
期
と
な
り
、
城
下
連
グ

ル
ー
プ
が
連
日
句
会
を
設
け
、
俳
諧
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
こ
の
詩
歌
が
編
纂
さ
れ
、
そ
こ
に
集
っ
た
人
々
を
見
て
い
く
こ
と
は
米
沢
の
藩
政

史
に
お
い
て
も
文
化
史
的
に
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

詠
人
は
巻
末
の
記
載
に
よ
る
と
、「
吟
輩　

百
三
十
五
人
、
諸
士
八
十
二
人
、
女

八
人
、
僧
十
二
人
、
町
家
十
九
人
、
郷
村
十
二
人
、
盲
二
人
」、
歌
数
は
「
二
百
七

章
」、
蒐
集
さ
れ
て
い
る
（
表
参
照
④
）。

　

冒
頭
歌
に
は
高
津
七
郎
兵
衛
唯
恒
の
和
歌
が
十
五
首
採
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
高

津
や
木
村
丈
八
高
広
、
倉
崎
清
吾
一
信
、
小
川
与
総
太
は
、
先
に
触
れ
た
「
菁
莪
社

中
」
の
者
で
あ
る
。
そ
の
家
塾
の
主
宰
で
あ
っ
た
藁
科
松
伯
自
身
も
漢
詩
と
俳
諧
を

こ
の
詩
歌
に
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
菁
莪
社
中
」
の
面
々
が
こ
の
時
期
に
名
を
連

ね
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
「
霊
前
勧
進
詩
歌
」

石　

黒　

志　

保
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歌
番
号
26
と
27
の
間
に
は
、
寛
延
三
年
二
月
二
十
五
日
に
、
高
津
が
和
歌
十
五
首

を
詠
ん
だ
こ
と
を
機
縁
と
し
て
「
北
野
神
像
」
を
仕
立
て
る
こ
と
と
な
り
、
吟
友
が

和
歌
十
題
二
十
五
首
を
添
え
（
歌
番
号
２
〜
26
）、
ま
た
そ
れ
に
続
け
て
関
口
六
蔵

と
佐
藤
氏
の
求
め
に
よ
り
各
藩
士
が
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
る
。

　

関
口
六
蔵
は
馬
廻
組
の
家
柄
で
物
頭
、
祐
筆
所
筆
頭
を
勤
め
上
げ
、
上
杉
治
憲
の

素
読
相
手
や
夜
話
に
も
度
々
招
か
れ
た
人
物
で
あ
る
。
関
口
の
筆
と
し
て
は
江
戸
詰

で
あ
っ
た
と
き
に
書
写
し
た
和
歌
の
秘
伝
書
「
て
に
は
秘
伝
」（
市
立
米
沢
図
書
館

林
泉
文
庫
二
六
六
）
が
残
っ
て
い
る
が
、
米
沢
を
代
表
す
る
文
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

　

儒
者
で
は
、
十
五
歳
の
神
保
善
弥
（
蘭
室
）
の
漢
詩
や
、
儒
者
の
家
で
あ
る
片
山

家
か
ら
は
片
山
紀
兵
衛
一
真
、
代
次
一
積
の
親
子
が
詠
を
残
し
て
い
る
。
神
保
や
片

山
は
の
ち
に
興
譲
館
督
学
や
提
学
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
安
永
二
年
（
一

七
七
三
）
に
七
家
騒
動
の
首
謀
者
と
さ
れ
た
藁
科
立
意
（
立
沢
）
の
詠
も
載
っ
て
い

る
。
藁
科
立
沢
が
編
ん
だ
も
の
に
は
漢
詩
集
「
鶴
城
四
時
歌
」（
市
立
米
沢
図
書
館

所
蔵
）
が
あ
り
、
上
杉
治
憲
の
師
で
あ
る
細
井
平
洲
が
序
文
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の

藩
士
や
僧
か
ら
六
十
四
首
の
詠
を
集
め
た
「
鶴
城
四
時
歌
」
が
出
来
た
の
は
、
明
和

七
年
（
一
七
七
〇
）
冬
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
翌
年
に
立
沢
は
「
儒
業
ニ
怠
惰
ニ

付
」、
儒
者
職
を
除
名
さ
れ
⑤
、
そ
の
翌
年
に
は
七
家
騒
動
を
起
こ
し
、
立
沢
は
処

刑
さ
れ
る
。
そ
し
て
片
山
家
が
さ
ら
に
重
用
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
知

る
上
で
も
、
上
杉
治
憲
入
部
前
の
文
化
人
ら
の
交
流
を
知
る
上
で
も
、
こ
の
「
霊
前

勧
進
詩
歌
」
は
貴
重
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
当
時
の
米
沢
俳
諧
に
お
い
て
、
こ
の
「
霊
前
勧
進
詩
歌
」
に
そ
の
名
は
見
え

な
い
が
、
米
沢
新
田
藩
の
二
代
藩
主
で
あ
る
上
杉
勝
承
（
一
七
三
五
〜
一
七
八
五
、

松
嵐
、
素
嶺
）
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
詩
歌
に
は
、
美
濃
派

俳
人
、
そ
し
て
米
沢
武
門
宗
匠
で
あ
る
上
杉
勝
承
か
ら
文
台
を
譲
ら
れ
た
高
橋
平
左

衛
門
（
紅
二
、
牡
丹
窟
）、
そ
の
跡
を
継
い
だ
小
嶋
内
記
（
唇
秋
）
の
詠
は
、
こ
の

「
霊
前
勧
進
詩
歌
」に
見
え
、
ま
た
武
門
連
と
し
て
藁
科
松
伯
（
兎
狂
）
や
倉
﨑
清

吾
（
素
涼
坊
）
の
名
も
見
え
る
（
図
参
照
）⑥
。

　

加
え
て
女
流
歌
人
の
舟
山
雨
翠
⑦
、
そ
の
子
の
大
竹
奥
右
衛
門
（
知
名
）
や
、
大

町
連
の
町
人
グ
ル
ー
プ
、
の
ち
に
上
杉
治
憲
藩
政
下
に
お
い
て
小
千
谷
よ
り
縮
師
を

招
い
た
小
出
村
の
肝
煎
横
沢
忠
兵
衛
の
詠
な
ど
、
幅
広
い
層
か
ら
詩
歌
が
勧
進
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
は
座
頭
二
名
の
詠
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
霊
前
勧
進
詩
歌
」
中

の
詞
書
に
あ
る
よ
う
に
貴
賤
や
親
疎
を
問
わ
ず
に
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

ま
た
中
小
松
村
の
金
子
伝
五
右
衛
門
、
こ
の
人
物
は
地
方
文
人
と
し
て
知
ら
れ
る

金
子
伝
五
郎
（
一
七
一
六―

一
七
九
二
）
の
縁
者
か
と
思
わ
れ
る
。
米
沢
文
化
圏
の

交
流
は
、
米
沢
城
下
の
み
な
ら
ず
近
郊
の
文
人
層
と
も
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

小
関
悠
一
郎
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
関
氏
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
・
明
和
期

の
「
漢
詩
文
層
の
交
流
・
結
合
関
係
は
、
菁
莪
社
中
・
藩
士
文
人―

城
下
町
人―

（
金
子
）
伝
五
郎
社
中
」⑧
と
い
う
構
造
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
詩
歌
に
お

い
て
も
そ
の
交
流
、
も
し
く
は
構
造
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

「
伝
五
郎
社
中
」
と
交
流
の
あ
っ
た
大
町
の
渡
辺
伊
兵
衛
（
清
渓
）
の
詠
も
こ
の
詩

歌
に
は
載
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
詩
歌
の
伝
来
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
こ
の
詩
歌
は
佐
藤

家
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
市
立
米
沢
図
書
館
の
木
村
家
文
書
と
し

て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
木
村
家
文
書
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
⑨
、
佐
藤
家
と
木
村
家
と
の
関
わ
り
は
不
明
で
あ
る
。
木
村
家
は
こ

の
詩
歌
に
も
勧
進
し
て
い
る
木
村
丈
八
高
広
の
家
系
で
あ
る
。

　

ま
た
製
作
者
で
あ
る
佐
藤
直
長
（
正
芳
・
正
香
）
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

十
二
月
に
家
督
を
継
ぎ
（
二
人
半
扶
持
五
石
）、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
五
月
に

は
芋
川
縫
殿
殿
の
隠
居
に
伴
い
一
代
限
り
で
与
板
組
へ
召
し
入
れ
ら
れ
た
が
、
明
和

七
年
（
一
七
七
〇
）
四
月
に
病
死
し
た
。
そ
の
跡
を
継
い
だ
の
が
佐
藤
長
兵
衛
正
冨

で
こ
の
「
霊
前
勧
進
詩
歌
」
に
お
い
て
も
佐
藤
新
六
直
良
と
し
て
名
が
上
が
る
そ
の

人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
⑩
。
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【
書
誌
情
報
】
　

　

巻　

数
：　

一
巻
（
原
本
）

　

編　

者
：　

佐
藤
長
兵
衛
直
長
（
正
芳
・
正
香
）

　

成　

立
：　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
〜
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

　

体　

裁
：　

巻
子

　

寸　

法
：　

三
一
・
六×

三
二
七
六
㎝

　

蔵
書
印
：　

「
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵　

木
村
家
所
蔵
」
印

【
凡
例
】

　

一
、
本
文
は
つ
と
め
て
原
文
に
沿
う
よ
う
に
翻
刻
を
行
っ
た
。

　

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
そ
れ
以
外
は
正
字
に
改
め
た
。

　

一
、
印
章
な
ど
は
（
印
）
と
記
し
た
。

　

一
、
歌
に
は
各
々
番
号
を
付
し
た
。

　

一
、
判
読
不
明
の
場
合
、
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
は
□
で
表
し
た
。

　

こ
の
翻
刻
に
あ
た
り
、
米
沢
古
文
書
研
究
会　

前
会
長
故
山
王
堂
初
雄
氏
に
ご
教

授
頂
き
ま
し
た
。
山
王
堂
氏
は
本
年
二
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
解
読
に
同
会　

会
長
の
高
橋
敬
一
氏
、
高
橋
育
子
氏
に
も
ご
教
示
頂
き
ま
し

た
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註
　

①　
『
米
沢
市
史
』
第
三
巻
近
世
編
二
（
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
三

　
　

年
）、
七
七
五
〜
七
八
一
頁
。

　

②　

米
沢
市
上
杉
博
物
館
展
示
図
録
『
上
杉
鷹
山―

改
革
へ
の
道―

』（
二
〇
〇

　
　

四
年
）、
五
八
〜
五
九
頁
。

　

③　

前
掲
註
①
、
五
〜
十
一
頁
。

　

④　

表
で
は
百
三
十
九
人
の
詠
人
を
数
え
た
が
、「
霊
前
勧
進
詩
歌
」
巻
末
の
記

　
　

載
は
百
三
十
五
人
と
数
が
合
わ
ず
、
重
複
す
る
人
物
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
不

　
　

詳
。

　

⑤　
『
上
杉
家
御
年
譜
』
九
、
明
和
八
年
六
月
十
六
日
。

　

⑥　
『
米
沢
の
俳
諧
』
（
米
沢
市
史
編
集
資
料
第
四
号
、
米
沢
市
史
編
さ
ん
委
員

　
　

会
、
一
九
八
一
年
）、
八
一
〜
八
三
頁
。
ま
た
、
同
書
所
収
の
清
水
澄
「
資
料

　
　

か
ら
み
た
米
沢
の
俳
諧
」、
川
村
吉
弥
『
わ
た
り
鳥―

お
い
た
ま
の
俳
人
た
ち

　
　

―

』（
一
九
六
九
年
）
に
多
く
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。

　

⑦　

前
掲
註
⑥
『
米
沢
の
俳
諧
』
、
二
三
〜
二
六
頁
。

　

⑧　

小
関
悠
一
郎
『〈
明
君
〉
の
近
世
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
一
一

　
　

五
〜
一
三
六
頁
。

　

⑨　
『
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵　

郷
土
関
係
寄
贈
・
寄
託
文
書
目
録
』、
市
立
米

　
　

沢
図
書
館
、
一
九
八
三
年
、
八
七
〜
九
六
頁
。

　

⑩　
「
勤
書
」（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
所
蔵
、
上
杉
文
書
九
八
〇
）

各
務
支
考

蘆
元
坊

五
竹
坊

安
田
以
哉
坊

小
出
村

川
崎
市
郎
右
衛
門
（
涼
花
）

米
沢
武
門
宗
匠

　
上
杉
勝
承
（
松
嵐
）

米
沢
武
門
同
人

　
藁
科
松
伯
（
兎
狂
）

高
橋
紅
二

小
嶋
唇
秋

倉
﨑
清
吾
（
素
涼
坊
）

石
口
錦
露

【図　美濃派俳人】

『米沢の俳諧』より
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【表】「霊前勧進詩歌」の歌人一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『米沢市史』第三巻近世二　表 94に加除訂正を行った。

号 名前
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65

歌番号
1-15,205
16

17,20,131
18
19

21,27,28
22,26
23
24
25
29

30-31,90,204
32-34,92,206

35
36-37
38-39
40
41
42
43
44
45
46
47
48-49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

61－63
64
65
66
67
68-69
70

71-72,207
73-74
75
76-80
81
82-83
84

85-86,88,91,149,199
87,89
93
94
95
96
97
98
99
100
101-102
103-104
105
106
107
108

付箋に記名されている氏名
高津七郎兵衛緑之
（直政）
竹俣美作泰綱
三俣九兵衛
樋口茂右衛門
関口六蔵
大石藤右衛門
桜井三助女
潟上孫四郎
阿部五助
金田伊右衛門
岩瀬半兵衛義監
佐藤長兵衛
佐藤新六直良
安江多久摩
江口縫殿右衛門
江口藤五郎
堀内兎毛
神保善弥（15歳）
片倉半三郎
富井市右衛門
石口宗七郎
内田藤馬
樋口六郎次
上松蔵之進
御二ノ丸正福院
五十嵐伊惣右衛門
新保宗馬
色部松山
浦井久次
水無瀬波門
本庄権左衛門
立岩郡太
渡辺多七郎
矢尾板代助
大狭與助
今清水市右衛門
倉﨑七左衛門
倉﨑清五
佐藤長左衛門
徳間直九郎
高橋玄迪
小嶋三郎平幽夕
高津兵三郎
藁科立意
山岸六助
芋川正令
畠山通山
畠山右京
大行院莞山
金田如舟
片山紀兵衛
片山代治
平林蔵人正相
平林靭負
宝幢院勧乗房
大行院覚円房
横田三郎右衛門
池田十郎右衛門
林源四郎
西蓮寺琢随
内村玄登
長町　清野四右衛門
黒江條助
加藤市兵衛

平唯恒
直政
泰之
吉年
兼通
恭峰
綱寛
易之
高豊
順正
如舟
嵒涵養・涵養叟
梅軒野夫・佐藤直長
直良

親寅

藤不盈
神子善上
焉之
一羽
其十
一士
東陽
上松義局
米陽台下僧鳳山
汝今
新保源秀綱
七十二翁月夕
其帆
柳亀
狐鶴堂
梧洞
慶邑
同遊軒一嶋薫盥
該斯
義容
一秀
廉州、素涼坊
魯石
徳間直九郎安喜
満濶
望山樓盈缶
春花台髙明・平達恒
源時雍
有忠
半否
義知・松濤
義寛
蔦之・蔦胤

正固堂貞幹
尚賓堂観光
霞吹
梅論
玄慶
蘆童
吾舟
泰永
林政実
明阿
伐柯
法橋渭川
求古
老野夫藤卯生亮

七郎兵衛唯恒
（佐藤ヵ）直政
美作当綱
九兵衛吉年
茂右衛門義通
六蔵満雅
藤右衛門綱寛
父桜井三助義知
孫四郎高豊
五助順正
伊右衛門尚精
　　　　
長兵衛直長（正芳・正香）
長兵衛正冨
光寛
縫殿右衛門親寅
藤悟郎政儔
兎毛忠雄
容助綱忠
次右衛門佐満
市右衛門秀寿
喜右衛門胤泰
藤馬篤能

蔵之進義局

伊惣右衛門雁純
宗馬利綱
典膳隆長

波門命政
権右衛門長昭
郡太次隆
郷左衛門当久
代助正休
与助該斯
市右衛門義容
七左衛門一秀
清吾一信（清純）
長左衛門

玄迪満濶
小嶋三郎平居隆

立沢
六助方忠
縫殿正令
左衛門義知
主膳義寛

紀兵衛一真
紀兵衛一積
蔵人　正相
蔵人正村

三郎右衛門光忠
十郎右衛門信周
源四郎政実
西蓮寺十一世
玄登値喬

條助為元

組/職/宗派
与板組

侍組
侍組
五十騎組
馬廻組
五十騎組
五十騎組
侍組
代官
与板組

組外
組外

五十騎組
五十騎組
与板組
五十騎組
与板組
与板組
馬廻組
馬廻組

侍組

与板組
侍組
侍組

馬廻組
侍組
与板組
五十騎組
与板組
与板組
馬廻組
与板組
与板組
与板組

藩医
組外
与板組
儒医
馬廻組
侍組
侍組
侍組
修験

儒者
儒者
侍組
侍組
真言宗
修験
五十騎組
五十騎組
五十騎組
浄土宗
藩医

藩医

詩歌の種別
和歌
和歌

和歌・漢詩
和歌
和歌

和歌・漢詩
和歌
和歌
和歌
和歌
俳諧

漢詩・和歌・連句
漢詩・和歌・連句

漢詩
和歌

和歌・漢詩
漢詩
漢詩
漢詩
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
漢詩
漢詩
俳諧
漢詩
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧

俳諧・和歌・漢詩
和歌
俳諧
俳諧
俳諧
漢詩
和歌

漢詩・俳諧
漢詩・和歌
漢詩
和歌
俳諧

和歌・俳諧
和歌

和歌・連句・俳諧・漢詩
連句
漢詩
漢詩
俳諧
俳諧
漢詩
俳諧
俳諧
和歌

漢詩・和歌
俳諧・和歌
俳諧
俳諧
俳諧
漢詩
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号 名前
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139

歌番号
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129-130
132-135
136-137
138-139
140

141,160-162,200
142
143-144
145-147
148,202
150
151
152
153
154
155
156
157-158
159
163
164
165
166
167-168
169
170
171-172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188-189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
201
203

付箋に記名されている氏名
新町　平吹治兵衛
銅屋町　横井加右衛門
勢州　田中彦右衛門
小出村　横沢忠兵衛
添川村　小松兵六
中小松村　金子伝五右衛門
上小松村　佐藤仙次郎
上小松村　菊池嘉助
中小松村　庄右衛門
片子　九兵衛
上和田村　渡部五郎右衛門
泉岡村　喜四郎
宮村　忠左衛門
小出村　市郎右衛門
林高院
吉見次右衛門妻
佐藤左内
矢尾板衛士
安部清左衛門
笹生彦五郎
安江弥九郎
板谷要人
木村元三郎
栗原久右衛門
棚橋才三郎
閑谷絶交
小森沢仁左衛門
小森沢仁左衛門妻
山田伝次右衛門芥舟
町田弥五四郎
松本舎人
山下歓右衛門
町田常蔵
関原九右衛門
新町　高橋久左衛門
新町　鹿俣源左衛門
小川与総太　勿堂
中條傳左衛門
長命寺閑居皆乗院
館山生蓮寺諦道
藤兵衛父隠居中澤一帆
川井村　慶福寺大恵
水野杏庵
藁科松伯
猪俣松周
小田切寒松軒
小嶋内記
大町　渡辺伊兵衛
大町　渡辺利右衛門
大町連　菅久兵衛
同　三原小太郎
同　江口吉兵衛
同　舟山惣治妻（母ｶ）まさ
同　同人　子勘助
同　12歳　三原庄左衛門
同　遠藤新助
同　加藤次右衛門
大町　小濱忠左衛門
御免町　木田太兵衛
立町　木村六右衛門
法泉寺　戒堂
御二之丸老女　きし女
高橋平左衛門
自見庵
松木利兵衛
潟上舎人室
沢根織江室
高橋玄迪娘　理世女
高橋玄益
山田倉蔵
座頭　艶都
同　和歌一
町田　芦半
禅透院　雷門

其夕
魚古
青波
蘭舟
北鳥
東野
季點
滴水
柳曲
蠆石涯農夫碩松
柳甫
柳岡
東狂
水山亭涼花
鉄心鈎我
茂之
等倫
矢白
虎陽
鼓舟
安正武
知胤
花江・政儔
治冨
棚橋木斎
栄像・水星
柳席
冨之
山田当広・　堂芥舟
臥月堂柳舟
寄英
旭瀑堂丹流
町田柳鳶
槐亭
信雅
知夕
尚興
中條庸軒忠宜
恵忍
土恭
六十九歳一帆
慶福寺欽文
春洲
江松伯・凡鳥
望涼庵泉隣
淵龍
唇秋、無味吟
維徳、清渓
度之純
東以
東夕
宇橘
女雨翠
知名、可童
少年起月
芦舩
塩邑
一草庵四伯
春鯉
保貫
不責
岸子
牡丹窟紅二
釈恵絽
松木源好寛
とり女
久米女
米之
高容
山玄庵
盲人　桂角
可明
芦半
神龍山人海鱗謾

川崎市郎右衛門

左内信奥
衛士正賦
清左衛門
彦五郎相秀
弥九郎正武
藤九郎知胤
丈八高広
久右衛門春冨
源右衛門正方

仁右衛門起政

伝次右衛門当広
弥五四郎秀衛
舎人高当

弥五四郎秀俊
九右衛門充長

與総太尚興

藤兵衛冒次

杏庵元明
松伯貞佑
松英正愿
弥捴随親
内記秀名

大竹奥右衛門

平左衛門吉輔

利兵衛好寛
夫潟上孫四郎

父玄迪満濶
玄益満昆

組/職/宗派

曹洞宗

与板組
与板組
組外
与板組
馬廻組
与板組
五十騎組
御台所
組外

五十騎組

五十騎組
与板組
与板組

与板組
大小姓

五十騎組

浄土真宗
浄土宗
与板組
曹洞宗
藩医
藩医
藩医
与板組
与板組

臨済宗

馬廻組
曹洞宗
馬廻組

藩医

曹洞宗

詩歌の種別
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
漢詩
和歌
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧

漢詩・俳諧
漢詩・俳諧
俳諧・和歌
和歌
漢詩

和歌・連歌・俳諧
俳諧
和歌

漢詩・和歌・俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
漢詩

漢詩・和歌
和歌
和歌
連句
和歌
俳諧

漢詩・俳諧
俳諧
和歌・絵
俳諧
漢詩
漢詩
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
俳諧
和歌
漢詩
和歌

祭詞・俳諧
漢詩
俳諧
和歌
和歌
和歌
漢詩
漢詩
俳諧
俳諧
俳諧
漢詩
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【
解
読
】

高
津
七
郎
兵
衛
緑
之

　

春
日
詠
十
五
首

　
　
　
　
　

和
歌

　
　
　
　
　
　
　

平
唯
恒

　
　
　

早
春
雪

１
あ
ま
つ
空
春
の
ひ
か
り
ハ
見
え
そ
め
て　

　

ま
た
き
霞
に
ふ
れ
る
あ
ハ
ゆ
き

　
　
　

名
所
鶯

２
い
ろ
か
え
ぬ
と
き
は
の
山
も
鶯
の

　

谷
よ
り
い
て
ゝ
春
を
し
ら
す
る

　
　
　

沢
若
菜

３
い
さ
け
ふ
ハ
ワ
か
な
摘
に
と
も
ろ
人
も

　

沢
辺
の
雪
に
跡
つ
け
て
ゆ
く

　
　
　

梅
薫
枕

４
宵
の
間
に
ひ
も
や
と
く
ら
ん
あ
か
つ
き
の

　

ま
く
ら
に
か
ほ
る
梅
の
春
風

　
　
　

河
春
月

５
は
る
霞
た
ち
こ
む
る
ら
し
川
の
上
に

　

う
つ
る
影
さ
へ
朧
夜
の
月

　
　
　

山
花
盛

６
あ
し
引
の
山
に
た
と
ら
ん
き
の
ふ
け
ふ

　

心
に
か
ゝ
る
は
な
の
し
ら
く
も

　
　
　

池
上
藤

７
松
枝
に
た
よ
り
て
咲
る
む
ら
さ
き
の

　

い
ろ
を
も
い
け
に
う
つ
す
藤
な
み

　
　
　

忍
涙
恋

８
た
ま
く
に
落
る
な
み
た
を
ひ
ろ
ひ
を
く

　

袖
に
あ
ま
ら
ハ
な
に
と
こ
た
え
む

　
　
　

祈
身
恋

９
逢
添
る
こ
ゝ
ろ
の
お
く
も
か
ハ
ら
し
と

　

は
つ
せ
の
神
に
身
を
い
の
る
な
り

　
　
　

契
待
恋

10
烏
羽
玉
の
夜
の
こ
ろ
も
ハ
あ
け
ぬ
間
と

　

ち
き
り
し
も
の
を
と
り
の
な
く
ら
ん

　
　
　

稀
逢
恋

11
お
も
か
け
は
わ
す
れ
く
さ
か
や
逢
見
て
の

　

こ
こ
ろ
ハ
い
か
に
言
の
葉
も
な
し

　
　
　

旅
泊
夢

12
梶
ま
く
ら
う
き
ね
さ
た
め
ぬ
身
の
上
を

　

お
も
ひ
返
し
て
ゆ
め
も
見
る
ら
ん

　
　
　

田
家
路

13
た
と
り
来
て
田
面
の
庵
の
奥
迄
も

　

み
ち
の
あ
り
や
と
猶
も
た
つ
ね
ん

　
　
　

山
家
水

14
柴
の
戸
に
山
下
水
を
せ
き
入
て

　

こ
こ
ろ
も
と
も
に
幾
世
す
む
ら
ん

　
　
　

松
積
年

15
春
毎
に
み
と
り
を
そ
へ
て
松
か
枝
の

　

と
し
つ
も
る
ら
ん
か
き
り
な
き
ま
て

　

此
ひ
と
ま
き
ハ
こ
こ
ろ
さ
し

　

あ
る
人
の
と
こ
に
あ
ら
た
に

　

な
し
奉
り
た
る

あ
ま
み
津
お
ん
神
を
か
け
て

　

人
〳
〵
ま
ね
く
の
聞
え
に
よ
り

　

よ
み
て
も
て
き
た
り

　
　

寛
延
庚
午
歳
二
月
廿
五
日

16
大
御
稜
威
千
年
は
か
り
の
春
な
れ
と

　

い
ま
な
ほ
し
ろ
く
匂
ふ
梅
が
香　
　

直
政

竹
俣
美
作
泰
綱

　
　
　

早
春
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17
千
早
振
神
代
な
か
ら
の
春
や
来
て

　

か
す
み
色
そ
ふ
四
方
の
山
の
は　

泰
之三

俣
九
兵
衛

　
　
　

残
雪

18
ミ
ね
く
の
長
閑
に
見
へ
て
雪
ハ
ま
た

　

ま
ハ
ら
に
残
る
春
の
山
陰　
　

吉
年樋

口
茂
右
衛
門

　
　
　

若
菜

19
わ
か
な
つ
む
野
辺
の
小
松
を
引
ま
し
へ

　

ひ
と
つ
二
葉
に
千
よ
の
色
そ
ふ　

兼
通

竹
俣
美
作

　
　
　

梅
風

20
春
風
に
香
を
な
つ
か
し
ミ
梅
の
は
な

　

た
か
里
よ
り
そ
匂
ふ
な
る
ら
ん　
　

泰
之関

口
六
蔵

　
　
　

帰
雁

21
さ
く
花
の
匂
ひ
深
き
に
か
へ
る
雁

な
れ
し
常
世
の
ミ
ち
の
な
ら
ひ
は　

恭
峰

大
石
藤
右
衛
門

　
　
　

待
花

22
あ
し
曳
の
山
さ
く
ら
花
咲
を
ま
つ

　

心
に
か
か
る
嶺
の
浮
雲　
　

綱
寛

桜
井
三
助
女

　
　
　

春
雨

23
草
の
葉
の
め
く
み
と
な
る
や
春
雨
の

　

ふ
れ
る
か
た
よ
り
色
増
り
け
り　
　

易
之

潟
上
孫
四
郎

　
　
　

羇
旅

24
出
る
よ
り
幾
日
と
い
ふ
も
し
ら
河
の

　

関
路
越
ゆ
く
た
ひ
の
浦
ふ
れ　
　

高
豊

安
部
五
助

　
　
　

山
家
松

25
世
の
中
の
芸
を
も
わ
か
て
山
の
庵
の

　

み
さ
ほ
に
立
し
常
盤
木
の
松　
　

順
正

　
　
　

大
石
藤
右
衛
門

　
　
　

祝
言

26
春
の
日
の
天
ミ
つ
影
の
み
と
り
立

　

ま
つ
の
ち
と
せ
に
栄
ふ
ミ
や
し
ろ 

綱
寛

　

寛
延
三
庚
午
年
二
月
二
十
五
日

　

神
像
之
図
舒
軸
之
始
、
高
津
氏
縁
之
入
来
、
和
歌

　

十
五
首
獻
案
上
、
自
謳
之
且
縁
之
日
屹
与
吟
友

　

添
二
和
歌
十
題
一
、
合
而
可
レ
成
二
二
十
五
首
一
、
即

　

口
恭
峯
史
士
需
レ
之
、
史
士
卒
配
於
二
彼
十
題
一
吟
輩

　

不
レ
日
而
成
矣
、
仍
記
二
于
右
乃
奉
納
一
軸
一
自
是
始
、

関
口
六
蔵

　
　
　

天
満
神
の
祭
と
り
行
ひ
け
る
人
の

　
　
　

も
と
に
て
申
侍
る

27
天
み
ち
る
神
の
恵
の
香
を
と
め
て

　

幾
春
匂
ふ
や
と
の
梅
か
え　
　

恭
峰

　

同
人

　
　

（
印
）

　
　

佐
藤
氏
頃
使
二
画
工
一
模
二
写
於

　

北
野
聖
像
一
装
潢
甫
就
焉
、
今
茲
庚
午

　
　

仲
春
二
十
五
日
会
諸
賢
賦
二
詩
歌
一
、

　
　

以
擬
二
奠
儀
一
、
余
亦
列
席
末
敬
二
詠
松

　
　

梅
一
献
呈
之
伏
祷
二　

主
人
景
福
一
云
、

　
　

28
鬱
蒼
貞
操
閲
千
古
幽
艶
清

　
　

容
絶
点
塵
梅
是
其
文
松
是

　
　

質
仰
高
文
質
共
彬
々

関
口
恭
峰
拝
上

（
印
）
（
印
）

金
田
伊
右
衛
門

　
　
　

奉
納

29
梅
枝
や
紅
ひ
と
ほ
す
神
の
前　
　

如
舟
□

岩
瀬
半
兵
衛
義
監

　

時
約
関
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神
祠
梅

30
二
月
令
辰
系
啻
常
梅
梢
向

　

霄
悉
春
光
横
斜
踈
影
映

　

神
鑑
氷
蕊
雪
葩
和
徳
香

　
　

31
い
に
し
よ
り
ち
か
ひ
の
道
は

　
　
　

と
を
か
ら
す　

け
ふ
神
垣
に

　
　
　

に
ほ
ふ
梅
か
え

　

嵒
涵
養
再
拝

（
印
）

佐
藤
長
兵
衛

　

（
印
）

　
　

今
茲
寛
延
三
年
庚
午
之
春
、
憑
二
画

　
　

工
一
新
奉
レ
模
二
写
於

　

天
満
神
尊
容
一
、
乃
是
家
嫡
直
良
敬

　
　

奉
之
至
誠
也
、
維
時
二
月
廿
五
日

　
　

拪
掃
茅
屋
而
始
設
二
典
儀
一
、
恭
思
二

　
　

往
日
之
垂
迹
一
、
普
天
卒
土
讃
仰

　
　

豈
有
レ
他
乎
、
幸
今
早
迎
春
陽
之

　
　

淑
気
、
松
梅
増
二
青
紅
一
、
伏
冀
僕
輩

　
　

亦
慕
二
社
頭
松
梅
之
操
一
、
質
欲
浴
二
雨

　
　

露
之
恩
沢
一
、
仍
裁
二
野
誌
一
絶
一
欽
奉

　
　

献
之
、
復
諸
秀
才
和
漢
之
咏
章

　
　

充
二　

聖
壇
一
、
噫
嘻
何
意
二
徳
風
一
忽

　
　

至
于
此
矣
、
感
嘆
不
レ
止
、
仍
憶
重
而

　
　

謁
一
文
雅
之
客
一
、
益
可
レ
乞
二
一
句
之
詠

　
　

藻
一
、
于
レ
倭
于
レ
漢
随
レ
志
所
之
為
二
一
軸
一

　
　

以
欲
レ
供
一
神
鑑
一
、
是
僕
所
希
而
已
、

　
　

32
徳
化
仰
高
二
月
天

　
　
　

和
光
聖
影
遍
儼
然

　
　
　

松
花
梅
蘂
向
栄
日

　
　
　

恩
露
惠
風
新
緑
鮮

　
　
　

梅
軒
野
夫

　
　
　

佐
藤
直
長
再
拝

　
　
　

（
印
）
（
印
）

　
　
　

神
威
を
仰
き
奉
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
長

33
神
垣
の
梅
の
匂
ひ
は
春
風
に

　

薫
り
そ
つ
た
ふ
四
方
の
国
々

　
　
　

広
前
に
や
ま
と
こ
と
の
葉
や
か
ら

　
　
　

哥
を
捧
け
て
其
数
く
の

　
　
　

い
み
し
き
こ
そ　

　
　
　

神
の
め
く
ミ
の
至
れ
る
事
と

　
　
　

い
と
か
た
し
け
な
さ
に

34
年
毎
に
大
和
唐
し
こ
と
の
葉
の

　

筆
の
林
に
華
や
し
け
ら
む

佐
藤
新
六
直
良

（
印
）

　

庚
午
春
二
月
廿
五
日
拝

菅
神
此
日

　

慈
父
招
諸
賢
亭
上
請
詩
賦
歌

　

詠
忽
以
為
篇
小
子
謾
作
一
律

　

付
巻
末
不
肖
為
諸
賢
書
之
偏

　

奉
膝
下
以
志
而
已

　

35
二
月
艶
陽
天
奠
儀
開
雅

　
　

筵
主
人
供
野
艸
座
客
染

　
　

華
箋
不
厭
趨
庭
労
歓
聞

　
　

白
雪
篇
闕
黨
非
益
者
空

　
　

耻
富
青
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
良
拝
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
印
）

右
祭
席
献
備
如
レ
是
、
爾
後
奉
納
之
吟
咏
、
任
二
落
掌
一

不
レ
為
二
高
下
序
次
一
戴
之
、
古
人
云
、
遥
見
人
家
花
便

入
不
レ
論
二
貴
賤
与
親
疎
一
、
余
亦
聊
慣
其
謂
而
已
歟
、

安
江
多
久
摩

　
　
　

佐
藤
氏
の
求
め
に
ま
か
せ
て
聖
像
を
悪
な
る

　
　
　

筆
に
模
し
奉
り
て

36
写
し
お
く
神
の
御
影
ハ
ま
こ
と
あ
る

　

ひ
と
の
心
を
請
て
守
ら
ん　
　
　

光
寛

　
　
　

社
頭
梅

37
は
る
こ
と
に
ま
す
い
ろ
見
せ
て
神
垣
の
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松
に
幾
世
を
ち
き
る
梅
か
へ　

光
寛

江
口
縫
殿
右
衛
門

　
　

佐
藤
氏

　
　

北
野
の
霊
像
を
安
置
し
奉
り

　
　

ま
つ
梅
を
供
す
る
の
よ

　
　

ろ
こ
ひ
を
聞
侍
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
寅
上

38
千
代
か
け
て
そ
の
か
ミ

　

か
き
の
ま
つ
梅
を 

ぬ
さ

　

と
り
あ
へ
ぬ
た
め
し
と

　

も
み
む

　
　

奉
粛
拝

　
　

菅
神
霊
像

39
筆
工
描
来
北
野

　

神
五
名
十
号
出

　

煙
塵
煥
哉
今
古

　

文
章
冨
東
海
独

　

香
梅
主
人

江
口
藤
五
郎　
　

　
　
　

謹
捧

　

菅
廟

40
一
莫
賢
明
主
長
憐

　

聖
智
臣
古
宮
高
瑞

　

気
上
苑
在
芳
辰
文

　

事
千
年
化
梅
花
二

　

月
春
春
光
都
拠
旧

　

徳
沢
況
還
新

　
　
　
　

木
村
観
上

堀
内
兎
毛

　
　
　

祭

　
　

菅
君
廟

41
二
月
新
林
瑞
気
開
春

　

凮
一
片
画
墻
梅
文
華

　

千
歳
尚
如
旧
階
下
幾

　

人
引
御
杯

　
　

右　
　
　
　
　

藤
不
盈
上

神
保
善
弥
十
五
歳

42
苑
上
瑞
雲
起

　

晨
登
天
満
宮

　

梅
花
今
日
発

　

猶
似
昔
時
紅

　
　
　
　

神
子
善
上

片
倉
半
三
郎

43
御
社
に
咲
や
こ
の
花
星
の
文　
　

焉
之

富
井
市
右
衛
門

天
満
宮
奉
納　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
羽

44
照
に
し
け
ふ
や
梅
の
恵
も
筑
紫
ま
て

石
口
宗
七
郎

45
白
梅
の
御
前
振
ふ
し
け
り
哉　
　

其
十

内
田
藤
馬

46
よ
所
な
ら
ぬ
梅
の
匂
ひ
や
神
の
庭　

一
士
拝
上

樋
口
六
郎
次

47
其
徳
の
松
に
明
る
し
む
め
の
花　

東
陽
拝
上

上
松
蔵
之
進

　
　
　

拝
謁

　
　

菅
神
宮

　

48
春
暉
相
映
画
詹
重
筑
紫

　
　

飛
梅
北
野
松
積
翠
閲
年

　
　

呈
勁
節
清
香
依
旧
占
霊

　
　

蹤
四
眨
徳
化

　
　

神
如
在
千
歳
遺
風
人
竭

　
　

恭
回
首
林
間
多
夕
照
報

　
　

来
殷
々
寺
楼
鐘

　
　
　
　
　

上
松
義
局
再
拝

　
　
　

社
頭
梅

　

49
昔
日
依

　
　

神
詠
茲
移
華
洛
春
東
凮

　
　

吹
不
尽
香
気
到
今
新

　
　
　
　
　
　
　

上
松
義
局
拝
上
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御
二
ノ
丸
正
福
院

　

（
印
）

　
　
　

梅

　

50
瑞
靄
祥
霞
北
野
春

　
　

温
光
依
旧
見
清
新

　
　

一
枝
氷
蕚

　
　

神
霊
徳
千
古
伝
芳

　
　

感
激
人

　
　

右　
　

米
陽
台
下
僧
鳳
山
拝

　
　
　
　
　
　
　
　

（
印
）
（
印
）

五
十
嵐
伊
惣
右
衛
門

51
香
を
き
け
は
都
も
近
し
梅
の
花　
　

汝
令
拝

新
保
宗
馬

　

社
頭
梅

　

52
二
月
廟
前
紅
白
梅

　
　

春
風
今
日
復
新
開

　
　

年
々
歳
々
還
如
此

　
　

偏
憶
当
時
作　

（
才
カ
）　

賦
寸　

　
　
　
　
　

新
保
源
秀
綱

　
　
　
　
　
　
　
　

拝
上

　
　

色
部
松
山

　
　

奉
納

53
笠
ぬ
き
て

　
　

清
め
の
垢
離
や

　
　
　
　
　
　
　

梅
の
雨　

七
十
二
翁　

月
夕
机

浦
井
久
次

54
う
つ
高
し
梅
の
つ
わ
ひ
の
ふ
と
る
に
も　

其
帆

水
無
瀬
波
門

55
青
梅
も
め
く
ミ
の
数
や
我
ら
迄　
　

柳
亀

本
庄
権
左
衛
門

奉
納

56
松
見
れ
ハ
眼
も
青
く
霞
哉 

狐
鶴
堂 

以
上立

岩
郡
太

57
松
梅
は
老
て
も
若
し
神
の
庭　
　

梧
洞
拝

渡
辺
多
七
郎

58
千
歳
の
芽
は
今
出
る
か
若
み
と
り　

慶
邑
拝

矢
尾
板
代
助

59
御
社
の
梅
は
異
な
る
薫
り
哉　

同
遊
軒　

一
嶋
薫
盥

大
峽
与
助

　

天
神
奉
納
詩
歌
幷
発
句

　

60
鐘
ひ
ゝ
く
花
や
ち
ら
く
観
音
寺

　

61
天
満
る
月
の
ミ
か
け
や
神
酒　

陶

　

62
神
の
名
の
あ
ら
ん
限
り
ハ
梅
か
ゝ
も

　
　

い
く
世
つ
き
せ
ぬ
春
に
栄
ん

　

63
巍
々
霊
社
一
菅
神

　
　

風
月
英
才
今
古
均

　
　

三
百
里
外
梅
抄
薫

　
　

晩
鐘
寂
寞
想
郷
春

　
　
　

右　
　

    

該
斯
再
拝

今
清
水
市
右
衛
門

　
　
　

社
頭
松

64
千
と
せ
ふ
る
老
木
の
松
も
天
神
の

　
　

宮
井
そ
は
や
く
若
ミ
と
り
た
つ　
　

義
容

倉
﨑
七
左
衛
門

　

65
旅
痩
の
顔
も
美
し
梅
の
花　
　

一
秀

倉
﨑
清
五

　

66
風
流　

（
注
ヵ
）　

の
住
連
や
老
木
の
松
に
藤

廉
洲
九
拝

佐
藤
長
左
衛
門

　

67
照
星
に
ゆ
び
さ
す
梅
の
楉
哉　
　

魯
石

徳
間
直
九
郎

　
　
　
　

奉
拝

　

菅
廟
之
祭
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68
北
野
陵
宮
菅
古
廟
鳳
飛
玉
樹

　
　

紫
雲
懸
画
牆
日
映
龍
蛇
動
丹

　
　

壁
風
愃
鳬
鴈
連
嵐
嶺
晴
光
梅

　
　

若
雪
鴨
河
隹
気
柳
含
烟
興
来

　
　

新
拝
朱
簾
裡

　

聖
像
巍
々
対
舜
天

　
　

又

　

69
千
古
菅
陵
玉
殿
開
鶯
花

　
　
　

燎
乱
社
頭
梅
宮
人
打
捨
錦

　
　
　

羅
帳

　
　

徳
此
偏
如
日
照
来

徳
間
直
九
郎
安
喜

高
橋
玄
迪

　

70
咲
初
む
る
匂
ひ
を
道
の
し
る
へ
に
て　

　
　

千
代
の
か
け
そ
ふ
宿
の
梅
か
枝　

満
闊

小
嶋
三
郎
平
幽
夕

71
梅
映
一
千
年
後
雪
松
含
八
百
歳
前
風

　

和
光
碎
影
遍
都
鄙
文
雅
扶
桑
第
一

　

宮
72
梅
か
香
や
い
る
五
十
と
せ
の
舳
な
ら
め

望
山
楼　

盈
缶
九
扒

高
津
兵
三
郎

　

春
日
佐
藤
氏
亭
上

聖
廟
之
祭
祀
備
野
詩

73
二
月
芳
筵
会
奠
儀
雅
調
新

　

松
含
千
歳
色
梅
迎
旧
時
春

　

忠
烈
垂
今
古
徳
光
現
鬼
神

　

精
誠
祟
祀
処
長
照
後
生
人

春
花
台　

髙
亮
明
拝
稿

（
印
）

高
津
兵
三
郎

　
　
　

佐
藤
氏
の
亭

　
　

聖
廟
の
像
に
よ
み
て

　
　
　

た
て
ま
つ
る
和
歌

平
達
恒
拝
上

74
あ
ま
つ
神
め
く
み
を
深
く

　

し
き
嶋
の　

た
ゑ
ぬ
な
か
れ
を

　

幾
代
く
む
ら
む

藁
科
立
意

　
　

菅
公
社

　

75
北
野
之
廟
侍
臣
衣
昔

　
　

日
冕
旈
下
紫
微
関
上

　
　

乃
今
春
雁
去
正
過
鳳

　
　

闕
幾
回
飛

　
　
　

右
巴
歌　
　

源
時
雍
再
拝

山
岸
六
助

　
　

初
花

76
咲
枝
の
か
そ
ふ
る
斗
す
く
な
き
も　

　

お
ほ
か
る
こ
ろ
に
ま
さ
る
初
花　

有
忠

　
　

苗
代
蛙

77
し
め
は
へ
て
幾
日
な
る
ら
し
苗
代
の

　

小
田
の
蛙
の
こ
ゑ
た
え
つ
な
く　

有
忠

　
　

夏
露　
　

78
朝
ま
た
き
ミ
れ
は
涼
し
き
な
つ
草
の

　

み
と
り
色
そ
ふ
露
の
し
ら
た
ま 

有
忠

　
　

観
月

　

79
久
か
た
の
空
も
く
ま
な
き
秋
の
夜
の 

　
　

さ
や
け
き
月
に
む
か
ふ
た
の
し
さ　

有
忠

　
　

林
葉
紅

80
幾
時
雨
染
て
や
か
ゝ
る
く
れ
な
い
の

　

あ
き
の
林
の
色
を
み
す
ら
む  　

有
忠

芋
川
正
令

81
松
か
枝
の
幣
は
我
家
の
祈
り
哉　

半
否
上畠

山
通
山

　
　

天
神
奉
捧　

82
神
か
き
や
梅
の
香
ひ
も
松
の
葉
も

　

な
を
き
み
と
り
の
道
を
守
ら
ん　
　

義
知
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同
人

　
　

天
神
奉
捧　

83
松
梅
は
文
武
二
道
の
姿
か
な

松
濤　
　

畠
山
右
京

　
　

天
神
奉
備　

84
松
梅
の
や
し
ろ
ハ
誰
も
を
の
つ
か
ら 

　

い
は
つ
も
し
る
き
明
の
玉
か
き　

義
寛大

行
院
莞
山

　
　

き
さ
ら
き
す
え
の
五
日

　
　

佐
藤
氏
の
い
ゑ
に
た
ふ
と
ミ
ま
つ
る

　

天
満
宮
の
ま
つ
り
に
ま
い
り
て
社
頭
の

　
　

松
梅
を
題
に
し
て
よ
み
て
さ
さ
け
た
る

　
　

う
た
あ
る
を
見
つ
ゝ
う
ら
や
ミ
て
よ
め
る

篤
之

85
も
と
よ
り
も
た
め
し
久
し
き
神
か
き
に　

　

松
か
え
し
け
る
春
の
さ
か
へ
ハ

86
ち
は
や
ふ
る
神
の
め
く
ミ
や
か
ほ
る
ら
ん

　

け
ふ
咲
そ
む
る
た
ま
か
き
の
む
め

四
人
即
興

　
　
　

奉
納

　
　
　
　

賞
梅
漢
和
聯
句　

表
六

87
吐
レ
香
ヲ
梅
ノ
唱
–
句　
　

     　
　
　
　

金
田
如
舟

88
筧
を
こ
や
す
雪

ト
ケ解
の
音　
　
　
　
　

大
行
院
莞
山

89
は
れ
の
こ
る
霞
に
山
も
寛
て　
　
　
　
　
　

如
舟

90
サ
カ
モ
リ
ハ

　

讌　
桃
–
嫌
ノ
侭
ニ
斟
ハ　
　
　
　
　
　

岩
瀬
涵
養

91
舞
タ
リ

‒

兮
カ
ス
騒  

二
月
–
ヲ見

一　
　
　

     　
　
　
莞
山

92
秋
出
替
り
も
色
〳
〵
の

ト
リ禽　
　
　
　
　

佐
藤
梅
軒

　
　
　
　

下
略

　
　
　

宝
暦
三
戴
二
月
廿
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
拝
上

片
山
紀
兵
衛

　
　

（
印
）

　
　

謹
賦
于
松
間
梅
奉
納

　
　

天
満
宮

93
霊
神
遺
愛
古
今
彰

　

交
葉
接
枝
樹
樹
芳

　

松
若
翠
簾
梅
若
玉

　

紅
暾
相
映
曝
天
章

　

正
固
堂
貞
幹
再
拝

（
印
）

片
山
代
治

　
　

恭
題
于
松
間
梅

　
　

奉
納

　
　

天
満
宮

　

94
神
聖
経
営
万
古
基

　
　

縦
横
曳
曳
五
雲
奇

　
　

梅
花
雅
操
松
之
幹

　
　

維
徳
馨
兮
百
世
師

尚
賓
堂
観
光
再
拝

（
印
）
（
印
）

平
林
蔵
人
正
相

　

95
麦
秋
や
わ
け
行
人
の
外
清
浄　
　

霞
吹平

林
靭
負

96
御
手
洗
の
彩
色
足
れ
り
こ
と
し
竹 

梅
論
拝

宝
幢
院
勧
乗
房

　
　

奉
納

　

97
躑
躅
蟠
桃
擁
翠
巒

　
　

薫
風
嫋
々
入
欄
干

　
　

個
中
自
有
神
霊
在

　
　

不
許
人
間
仔
細
看

　
　
　

丙
子
初
夏　
　
　

玄
慶
再
拝大

行
院　

覚
円
房

　
　

奉
納

98
森
ふ
か
き
千
木
を
目
当
の
雲
雀
か
な 

盧
童

横
田
三
郎
右
衛
門

　
　

奉
納

99
涼
し
さ
や
胸
に
箒
を
神
の
庭　
　

吾
舟
拝

池
田
十
郎
右
衛
門
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100
幾
ち
よ
も
け
ふ
天
神
の
祭
り
と
て

　

松
に
色
は
へ
咲
る
梅
か
え　

恭
永

林
源
四
郎

　

（
印
）

　

社
頭
梅
松

101
社
頭
春
色
転
分
明

　

馥
郁
梅
風
松
亦
清

　

葉
々
枝
々
遺
愛
処

　

黄
鸝
続
得
古
鈴
声

102
神
垣
に
か
つ
咲
に
け
り
梅
の
花 

　

栄
ふ
る
枝
の
千
代
を
ふ
る
ま
て

林
政
実
再
拝

（
印
）（
印
）

西
蓮
寺
琢
随

　
　

奉
納

103
燕
も
百
度
参
り
歟
宮
め
く
り　
　

明
阿

　
　
　

社
頭
花

104
神
垣
や
宮
も
る
袖
に
香
を
と
め
て

　

い
く
よ
の
春
か
花
ハ
さ
く
ら
む　
　

明
阿内

村
玄
登

　
　
　

佐
藤
氏
の
需
に
応
し
て

105
丹
誠
に
に
ほ
ふ
や
神
の
梅
木
立　
　

伐
柯

長
町　

清
野
四
右
衛
門

106
そ
こ
と
な
く
か
す
め
る
園
の
梅
の
は
な

法
橋
渭
川

　

さ
か
り
し
ら
れ
て
匂
ふ
は
る
風　

黒
江
條
助

　
　

奉
納

107
捨
て
た
ま
ハ
し
革
を
幣
の
二
葉
を
も　

求
古

加
藤
市
兵
衛

　
　
　
　

適
応
芳
霧
噴
一
絶
以
恭

　
　
　

奉
献
備

　
　

菅
神
奠
辰
之
霊
案
下
伏

　
　
　

仰
景
祥

　
　

108
千
歳
文
花
三
月
林

　
　
　

各
傾
葵
是
発
於
襟

　
　
　

仰
観
映
日
神
台
上

　
　
　

紅
翠
両
香
無
古
今

老
野
夫
藤
卯
生
亮
米
拝
上

新
町　

平
吹
治
兵
衛

　

109
和
ら
か
な
風
の
姿
や
松
木
立　
　

其
夕
拝

銅
屋
町　

横
井
加
右
衛
門

　

110
神
垣
は
木
枯
も
な
し
琴
の
音　
　

原
古

勢
州　

田
中
彦
右
衛
門

　

111
宮
守
も
歌
よ
ミ
た
か
る
桜
哉　
　

青
波
拝

小
出
村　

横
沢
忠
兵
衛

　

112
注
連
縄
の
一
ト
穂
出
の
香
や
梅
の
花　

　

蘭
舟

添
川
村　

小
松
兵
六

　

113
松
に
梅
と
ち
ら
か
兄
そ
神
の
庭　

北
鳥
拝

中
小
松
村　

金
子
伝
五
右
衛
門

　
　
　

奉
納

　

114
咲
初
る
さ
く
ら
の
粮
や
森
の
注
連　

東
野

上
小
松
村　

佐
藤
仙
次
郎

　

115
参
詣
の
袖
も
布
引
桜
か
な　
　

李
点

上
小
松
村　

菊
地
嘉
助

　

116
神
を
祭
る
爰
も
か
ら
井
の
桜
か
な　

滴
水

中
小
松
村　

庄
右
衛
門

　

117
佐
保
姫
の
俤
ふ
か
し
神
の
森　
　

柳
曲
拝

片
子　

九
兵
衛

118
梅
の
香
や
廿
五
日
の
朝
清
め　
　

　

蟇
石
蛙
農
夫　

碩
松
拝

　
　

ひ
と
と
せ
北
野
の
霊
廟
へ
詣
て
し
千
度
廻
り
の
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子
共
を
見
侍
り
し
候
事
を
存
出
て

上
和
田
村　

渡
部
五
郎
右
衛
門

119
玉
垣
に
千
度
詣
や
か
さ
車　
　

柳
甫

泉
岡
村　

喜
四
郎

120
神
垣
に
蝶
の
涌
た
つ
日
和
か
な　

柳
岡

            
宮
村　

忠
左
衛
門

121
松
に
雪
朱
の
華
表
の
其
あ
た
り　

東
狂

           

小
出
村　

市
郎
右
衛
門

　
　
　

奉
納

122
そ
の
ま
ゝ
の
幣
に
や
梅
の
薫
る
時　水

山
亭　

涼
花
拝

              　
　
　
　

林
高
院

　
　

契
天
満
宮

123
神
人
垂
迹
洛
陽

　

北
千
梅
霊
松
一

　

夜
生
奪
得
経
山

　

無
字
即
支
那
桑

　

国
震
英
名

　
　
　
　
　

鉄
心
鈎
我
書

（
印
）（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
見
次
右
衞
門
妻

124
天
地
の
む
か
し
も
今
も
誓
あ
れ
は　

　

な
を
末
長
く
し
け
れ
か
み
か
き　
　

茂
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
左
内

125
神
籬
や
い
つ
き　

　
　

か
し
つ
き
は
な
の
兄　
　

等
倫
拝
呈

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
尾
板
衛
士

126
常
磐
木
の
宮
に
な
お
照
れ
梅
の
花　
　

矢
白

　
　
　
　
　
　
　
　

安
部
清
左
衛
門

127
春
風
や
松
の
青
ミ
の
聞
所　
　

虎
陽

　
　
　
　
　
　
　
　

笹
生
彦
五
郎

　
　
　

奉
納

128
繙
く
や
神
躰
の
帒
花
の
兄　

鼓
舟
拝

　
　
　
　
　

安
江
弥
九
郎

　

奉
献

　

天
満
宮
於
梅
子

129
暗
香
浮
動
満
人
家

　

江
北
江
南
多
愛
花

　

豈
耻
社
頭
献
其
実

　

塩
梅
固
是
自
横
斜

　
　

句

130
愛
相
の
仮
令
て
ハ
な
し
神
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

正
武
拝
上

　
　
　
　
　
　
　

竹
俣
美
作

　
　

社
頭
梅

131
洛
陽
春
色
日
相
催

　

北
野
凮
光
避
世
埃

　

千
歳
清
香
千
歳
操

　

至
今
不
変
社
頭
梅

　
　
　
　
　

竹
俣
泰
綱
拝
上

　
　
　
　
　
　
　

板
谷
要
人

　

天
満
祠
二
詠
并
和
歌

　
　

社
頭
梅

　
　
　
　
　
　
　

知
胤

132
春
風
初
発
一
株
花

　

花
発
社
頭
帯
早
霞

　

二
十
四
番
高
志
気

　

品
題
更
被
賞
名
家

133
玉
垣
の
ひ
か
り
や
わ
ら
く
梅
の
花　

　

か
す
み
ふ
か
め
て
に
ほ
ふ
成
ら
ん

　
　

松
緑
久

134
重
翠
鬱
蒼
宮
社
前

　

古
根
蟠
蜿
幾
千
年

　

任
他
酔
被
傍
人
咲

　

乗
興
漫
成
松
寿
篇

135
幾
万
代
ま
て
も
栄
ふ
神
垣
に
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ま
つ
は
み
と
り
の
色
を
ふ
か
め
む

　
　
　
　
　
　
　

木
村
元
三
郎

　
　
　

奉
納

　
　
　
　
　

花
江
百
拝

　

136
梅
か
い
も

　
　
　
　

七
尺
さ
つ
て

　
　
　
　
　

い
さ
き
か
ん

              

右
同
人

　
　
　

聖
像
を

　
　
　
　

初
て
写
し

　
　
　
　
　

奉
り
給
ふ

　
　
　
　

よ
ろ
こ
ひ
を

　
　
　
　
　
　
　
　

聞
て

137
神
風
に
匂
を
お
こ
せ
松
梅
の

　

み
と
り
も
花
も
千
代
を
か
さ
ね
て　

政
儔

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
久
右
衛
門

　
　

松
添
栄
色

138
年
経
ぬ
る
岡
辺
の
松
も
春
来
て
は

　

千
代
の
け
し
き
に
ミ
と
り
立
添
ふ　
　

治
冨

　
　

社
頭
梅

139
神
か
き
や
恵
も
ふ
か
き
梅
か
香
を

　

袖
に
う
つ
し
て
か
へ
る
も
ろ
人　
　

治
冨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棚
橋
才
三
郎

　
　

（
印
）

　
　

仲
春
之
日　
　

梅
軒
俊
才
使
二
画
工
一

　
　

新
模
二
写
於

　

天
満
宮
霊
像
一
焉
、
正
為
二
国
家
一
恭
祈
二
景

　
　

福
一
可
レ
謂
二
能
事
一
神
者
也
、
憶
夫
予
曽

　
　

敬
奉
レ
之
矣
、
故
喜
レ
之
也
、
深
信
レ
之
也
、

　
　

厚
矣
、
且
目
前
会
二
文
雅
之
騒
友
一
於
レ

　
　

華
亭
、
而
各
賦
二
唐
詩
一
詠
二
倭
歌
一
以
為
レ

　
　

軸
矣
、
又
続
レ
之
以
欲
レ
教
二
卑
語
一
附
二
巻

　
　

尾
一
焉
、
素
交
二
有
年
一
友
誼
、
尤
篤
不
レ
耐
二

　
　

感
謝
一
、
乃
裁
二
一
絶
一
謹
奉
二
供

　

霊
鑑
一
焉
、
所
謂
画
鵠
不
レ
成
類
鶩
者
也
、

　

140
模
得
素
箋
画
工
成
儼
然
聖
影
仰

　
　

文
明
徳
風
維
馥
梅
花
下
須
映
霊

　
　

光
耀
至
誠

　
　
　
　
　
　
　

棚
橋
木
齊
拝

（
印
）（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
谷
絶
交

　

141
天
満
る
梅
の
匂
ひ
を
は
る
か
せ
の

　
　

伝
へ
て
広
き
し
き
嶋
の
道　
　
　

栄
儀

小
森
沢
仁
左
衛
門
同
妻

　
　

奉
納　
　
　
　

柳
席

142
紅
梅
も
ぬ
さ
と
申
さ
は
に
し
き
哉

　
　

梅　
　
　
　

富
之

143
咲
初
て
風
も
の
と
か
に
梅
か
香
を　

　

か
ゆ
る
軒
端
に
吹
そ
つ
と
ふ
る

　
　

松　
　
　
　

同

144
み
と
り
立
木
梢
も
ふ
か
き
若
松
の

　

幾
世
さ
か
ふ
る
末
そ
久
し
き山

田
傳
次
右
衛
門
芥
舟

145
北
野
聖
霊
煥
有
章

　

花
晨
望
拝
祷
禎
祥

　

若
論
不
測
威
神
力

　

一
樹
於
今
伝
暗
香

　
　
　
　
　
　

山
田
当
広
拝
上

同
人

　
　
　

待
花

146
神
垣
に
め
く
め
る
花
の
朝
な
く

　

咲
そ
む
る
や
と
待
か
ね
そ
す
る　

当
広
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

147
梅
の
其
隣
の
松
も
匂
ひ
け
り　
　

堂　

芥
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
弥
五
四
郎

148
信
仰
の
冑
を
ひ
ら
く
や
宿
の
梅　

穸
令
齊　

柳
舟
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大
行
院
蔦
胤

　
　

奉
納

149
梅
い
く
世
こ
と
は
の
花
の
兄
御
前　

観
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
舎
人

150
花
鳥
に
衣
紋
ま
か
せ
つ
神
の
松　
　

寄
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
歓
右
衛
門

151
幕
に
し
て
松
を
敬
ふ
か
す
ミ
か
な　

旭
瀑
堂　

丹
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
常
蔵

152
陰
陽
の
気
情
上
ら
へ
や
松
と
梅　
　

町
田
柳
鵞
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
原
九
右
衛
門

153
朝
な
く
算
へ
し
梅
の
莟
か
な　

槐
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
町　

高
橋
久
左
衛
門

154
う
く
ひ
す
や
こ
と
し
は
竹
も
附
益
て
見
へ　

信
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
町　

鹿
俣
源
左
衛
門

155
千
代
ぞ
む
べ
替
ら
ぬ
宮
の
松
の
色　
　

知
タ
恐
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
与
総
太　

勿
堂

　

庚
午
二
月

　

梅
軒
主
人
亭
上
作

　
　

156
清
香
浮
綺
席

　
　
　

美
酒
満
芳
杯　
　
　

　
　
　

坐
集
東
山
藻

　
　
　

奥
供
北
野
梅

　
　
　
　
　
　

尚
興
拝
稿

　
　
　
　
　
　

（
印
）（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
條
伝
左
衛
門

　
　
　

（
印
）

　
　
　

佐
藤
某
嘗
摹

天
満
宮
之　

尊
容
敬
奉
之
矣
且
覔

　
　
　

予
詩
歌
乃
謾
賦
謹
備

神
鑑

157
鑽
仰
威
稜
設
写

　

眞
黙
思
応
験
古
今
新

　

徳
華
炯
々
高
如
許
光

　

被
普
天
卒
土
濱

158
神
風
の
恵
そ
ふ
か
き

　

梅
の
花　

か
は
ら
ぬ
い
ろ
は

　

千
世
を
へ
ぬ
へ
し

　
　

寛
延
第
三
庚
午
之
歳
孟
秋
之
日

　
　

中
條
庸
軒
忠
宣
謹
書

　
　
　
　
　
　
　
　

（
印
）
（
印
）
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

長
命
寺
閑
居　

皆
乗
院

天
満
大
自
在
天
神
の
御
像
を

　

写
し
奉
り
て
崇
ミ
け
る
人
の

　

も
と
へ
読
て
遣
し
侍
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
忍

159
仰
く
と
も
限
り

　

あ
ら
し
な
久
か
た
の

　

天
に
ミ
ち
た
る

　

神
の
め
く
み
は

　
　
　
　
　
　
　

関
谷
絶
交

　

奉
納　
　
　
　
　
　
　
　

水
星

　
　

連
歌
三
拘

160
神
も
た
つ
や
老
木
の
若
ミ
と
り

　

161
白
ゆ
ふ
か
か
る
梅
の
夕
栄

162
鶯
の
や
と
ハ
と
問
は
軒
ふ
り
て

　
　
　
　
　
　

館
山　

生
蓮
寺
諦
道

　
　

出
生
豊
前
小
倉
住

　
　
　
　
　
　

七
十
二
才　

生
蓮
住
土
器

　
　
　
　
　
　

千
代
も
か
わ
ら
ぬ

163
我
頼
む　

雲
井
に
人
を　
　
　

土
器

　
　
　
　
　

ま
つ
か
さ
き

　
　
　
　
　
　

誓
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　

藤
兵
衛
父
隠
居　

中
澤
一
帆

　

こ
こ
に
佐
藤
氏
何
某
天
満
宮
を
仰
き
奉
る
こ
と
他

　

に
こ
と
成
と
い
わ
ん
や
、
且
神
慮
を
い
さ
め
申
さ

　

ん
寸
志
の
ミ
か
言
の
葉
の
よ
し
あ
し
し
る
も
し
ら

　

ぬ
も
書
集
備
ふ
る
社
誠
に
大
自
在
天
満
宮
の
み

　

こ
ゝ
ろ
に
も
か
な
わ
ん
事
よ
、
と
彼
の
神
恩
に
老

　



－ 51 －

　

ほ
れ
い
に
し
へ
京
に
あ
り
し
と
き
請
し
は
つ
春
の
、

　

北
野
の
御
粧
ひ
お
も
ひ
出
ら
れ
、
御
や
し
ろ
に
笠

　

を
ぬ
き
た
る
こ
こ
ち
し
て
、
尊
号
の
六
も
し
を
上

　

に
し
佐
藤
の
性
名
を
下
に
つ
ら
ね
、
御
寵
愛
の
梅

　

松
を
先
と
し
、
六
句
を
綴
り
さ
ゝ
く

164大　

ふ
と
つ
た
り　
　
　

佐　

く
や
此
梅
松
の
は
な

自　

お
の
つ
か
ら
也　
　

藤　

の
か
け
棚

在　

あ
り
あ
ま
れ　
　
　

氏
ツ 
人
ぞ
め
く
初
湯
立

天　

天
も
酔
ら
ん　
　
　

長　

宴
の
三
き

満　

み
つ
る
世
の　
　
　

兵　
ハ
北
野
の
か
さ
り
も
の

宮　

宮
司
さ
か
れ
ハ　
　

衛　

士
も
う
る
わ
ふ

                        

　

寛
延
四
辛
未
正
月
二
十
五
日

六
十
九
歳　

一
帆
居
士
（
印
）

                        

川
井
村
慶
福
寺
大
恵

165
移
し
を
く
神
の
恵
に
ま
つ
む
め
の

　

み
と
り
栄
え
て
幾
世
か
ほ
ら
む　

慶
福
寺
欣
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
野
杏
庵

166
花
な
り
と
し
れ
と
尊
し
神
の
梅　
　

春
紗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藁
科
松
伯

　

（
印
）

167
今
日
古
祠
上
聖
明
遙
噡
望

　

千
年
長
後
凋
松
竹
多
清
響

　
　

右

　
　

菅
公
祠

　

        

江
松
伯
再
拝

（
印
）（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
人

　
　

神
霊
の
あ
ら

　
　

た
か
な
る
を
千

　
　

歳
の
下
に
渇
仰

　
　

し
奉

168
梅
咲
や
む
か
し
も
や
は
り
此
に
ほ
い

                            

凡
鳥
拝
上

                           

猪
俣
松
周

169
鶯
も
仰
く
色
音
や
神
の
梅      

望
涼
庵 

泉
隣

小
田
切
寒
松
軒

　

（
印
）

170
松
梅
の
す
か
た

　

は
か
り
ハ
ゑ
か
け

　

と
も
色
香
は
筆
に

　

お
よ
ハ
さ
り
け
り

　

宝
暦
十
庚
辰
年
九
月
廿
五
日

　

米
県
隠
者
淵
龍
自
画
自
賛
行
年

　

及
七
十
一
歳
模
写
（
印
）
（
印
）

小
嶋
内
記

171
霞
か
ら
ゆ
た
か
に
松
の
朝
日
か
な　

唇
秋

右
同
人

172
梅
も
此
夕
日
を
得
て
そ
お
ほ
ろ
月　

唇
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
町　

渡
辺
伊
兵
衛

（
印
）

173
辺
城
春
色
旧
来
遅
積

　

雪
猶
残
二
月
時
惟
見

　

菅
神
祠
上
樹
梅
花
似

　

錦
柳
如
糸

　
　

右
一
章
奉
左
氏
園

　
　

中
斫
立

　

菅
神
祠　
　

階
下
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
維
徳
拝
稿

（
印
）（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
町　

渡
辺
利
右
衛
門

　
　

上
献
聖
廟

　
（
印
）

174
誰
謂
非
伊
呂
巍

　

然
天
満
宮
先
朝

　

分
列
位
後
世
仰

　

成
功
松
樹
千
秋

　

緑
梅
花
万
古
紅

　

神
威
今
赫
々
鎮

　

坐
洛
陽
中
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右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

度
之
純
九
拝

（
印
）
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
町
連　

菅
久
兵
衛

175
そ
の
色
に
ち
と
せ
は
□
し
若
み
と
り　
　
　

東
以

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

三
原
小
太
郎

176
お
の
つ
か
ら　

□
□
も
花
や
神
の
庭　

東
夕
拝
上

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

江
口
吉
兵
衛

177
う
つ
か
り
と
今
宵
も
更
て
朧
月　
　
　

宇
隣

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

舟
山
惣
治
妻
ま
さ

178
日
お
も
て
に
ゆ
び
折
ほ
し
や
梅
の
花　

 

女 

雨
翠

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

同
人
子
勘
助

179
鳥
居
か
ら
其
奥
ふ
か
し
松
の
藤　
　
　

知
名

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

三
原
庄
左
衛
門　

十
二
歳

180
御
手
洗
を
結
ハ
ん
そ
こ
の
柳
か
け　

少
年　

起
月

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

遠
藤
新
助

181
い
ろ
く
の
草
の
種
ま
く
野
分
か
な　
　

芦
舩

　
　
　
　
　
　
　
　

同　

加
藤
次
右
衛
門

182
鶯
や
尊
ふ
と
さ
も
先
其
音
よ
り　

塩
邑
拝

　
　
　
　
　
　
　
　

大
町　

小
浜
忠
左
衛
門

　
　
　

奉
納

183
恐
レ
有
匂
ひ
や
梅
の
咲
所　

一
筆
庵　

沙
泊
拝
上

　
　
　
　
　
　
　
　

御
免
町　

木
田
太
兵
衛

184
神
に
そ
た
つ
梅
や
心
の
朝
清
め　
　
　

春
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　

立
町　

木
村
六
右
衛
門

185
神
か
き
や
い
く
代
の
み
と
り
数
そ
え
て

　

さ
か
ゆ
く
松
に
か
ゝ
る
し
ら
ゆ
ふ    

保
貫
拝
上

　
　
　
　
　
　
　
　

法
泉
寺　

戒
堂

（
印
）

186
二
月
東
風
吹
雪
来

　

菅
神
祠
上
積
成
雖

　

野
霜
玉
梅
玲
瓏
色

　

勝
北
洛
陽
城
北
梅

　
　

右
一
章
奉
廟
前

          　
　
　

      

不
責

　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）
（
印
）

御
二
之
丸
老
女　

き
し
女

　
　
　

栽
梅
待
鶯

187
我
園
に
手
つ
か
ら
梅
を
う
つ
し
植
て

　

か
ね
て
ま
た
る
ゝ
鶯
の
こ
ゑ　
　
　

岸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
平
左
衛
門

　
　
　

祭
詞

188
月
と
花
と
の
道
さ
ま
く
に

　

御
影
あ
ふ
か
ぬ
家
も
な
ら
し

　

我
も
め
く
ミ
の
春
に
ひ
か
れ
て

　

筆
の
林
に
百
の
囀
り

　
　

右        

紅
翁
拝
上                      

右
同
人

　
　
　

和
光
同
塵
は
結
縁
の
は
し
め

189
う
く
ひ
す
の
笠
も
と
か
め
す
神
の
花 

     

ほ
た
む
窟  

紅
二
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
見
庵

　
　
　

奉

　
　
　

菅
公
祠

　
（
印
）

190
三
春
梅
発
響
鶯
声

　

千
歳
松
深
掛
目
明

　

請
見　

菅
神
祠
上

　

色
何
人
不
耐
写
閑

　

情

　
　
　
　
　
　

釈
恵
紹

　
　
　
　
　
　

（
印
）
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
木
利
兵
衛

191
こ
の
花
や
匂
ひ
も
爰
に
神
心　
　

松
木
源
好
寛
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八
十
五
翁
拝
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潟
上
舎
人
室

　
　
　

社
頭
梅

192
立
な
ら
ふ
松
に
な
ら
ひ
て
宮
し
ろ
の　

む
め
も
ち
と
せ
の
春
や
へ
ぬ
ら
ん　

と
り
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
根
織
江
室

　
　
　

梅
香

193
神
か
き
の
老
木
の
梅
そ
咲
に
け
る

　

つ
き
ぬ
色
香
は
千
代
を
ふ
る
と
も　
　

久
米
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
玄
迪
娘
理
世
女

194
あ
ま
神
の
恵
を
う
け
て
幾
千
代
も

　

み
と
り
さ
か
へ
ん
宿
の
松
枝　
　
　

栄
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
玄
益

（
印
）

195
白
鶴
城
頭
済
気
催

　

翻
々
黄
鳥
好
音
来

　

菅
公
祠
上
梅
花
色

　

猶
帯
春
光
爛
漫
開

   　
　

右
題

　

菅
公
祠　
　
　

高
容
拝
稿

　
　
　
　
　
　
　

（
印
）（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
倉
蔵

196
菅
公
祠
上
好
相
尋
今
日

　

風
光
遺
愛
深
不
責
梅

　

花
開
寄
絶
龍
松
猶
心

　

旧
時
吟

　
　

右

　

菅
公
祠　
　
　
　
　
　
　

山
玄
侯
拝
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
頭　

艶
都

197
雪
ふ
れ
ど
転
ハ
ぬ
杖
や
曽
根
の
松　

盲
人
桂
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

和
歌
一

198
梅
咲
や
神
の
自
愛
を
人
と
て
も　
　

可
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
行
院
莞
山

（
印
）

199
丁
丑
二
月
二
十
五
日
列

　

佐
藤
氏
之
祭
筵
粛
拝

　

天
満
宮　
　
　
　
　
　

蔦
胤

　

神
聖
文
章
四
海
中
古
今
流

　

徳
遍
和
風
遺
光
妍
日
合
明

　

処
松
自
新
青
梅
自
紅

　
　
　
　
　

（
印
）
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
谷
絶
交

200
集
り
て
爰
へ
き
た
の
か
も
ゝ
千
鳥　
　

水
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
芦
半

　

（
印
）

　

佐
藤
氏
奉
納
の

　

一
軸
成
就
を
賀
し
て

　

申
お
く
り
侍
る

201
神
垣
や
紐
と
く
〳
〵
と

　
　
　
　
　
　
　

玉
は
せ
を

　
　

丑
六
月
廿
五
日

　
　
　
　
　

八
十
二
齢

　
　
　
　
　
　
　

芦
半
書

　
　
　
　
　
　
　
　

（
印
）
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
弥
五
四
郎

202
莟
た
り
ひ
ら
い
た
り
青
物
の
梅

臥
月
堂　

柳
舟
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
透
院
雷
門

　
　

（
印
）

　

佐
藤
氏
直
長
賢
士
数
年
以
来　

天
満
宮

　

奉
二
納
諸
英
士
之
詩
歌
一
、
今
纂
二
為
レ
一
軸
装

　

潢
一
盛
レ
筐
鎮
レ
家
也
、
此
日
借
二
送
山
僧
一
被
二
許

　

覧
一

　

詩
也
、
歌
也
、
如
レ
華
似
レ
錦
、
皆
是
出
二
従
賢
士

　

赤
誠
一
者
乎
、
随
喜
之
余
謾
口
占
、
拙
偈

　

以
レ
寓
二
其
初
一
者
伸
軸
底
美
、
其
次
者
祝
二

　

家
道
悠
久
一
尓
云
、

203
団
圝
一
軸
価
千
金
載
得
羽

　

城
騒
雅
唫
錦
蔟
々
兮
華
蔟
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蔟
玩
将
使
我
飽
美
心

　

画
像
神
兼
一
軸
章
世
家
永

　

鎮
掲
聯
芳
赤
誠
自
有
瑞
祥

　

在
擁
護
児
孫
武
運
昌

　
　

居
諸　
　

神
龍
山
人
海
鱗
謾
稿

　
　
　
　
　
　
　
　

（
印
）
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
半
兵
衛

　
　
　

梅
軒
雅
契
嘗
帰
二
敬　

　
　
　

天
満
宮
一
図
画
二　

神
影
一
安

　
　
　

于
屋
漏
常
日
崇
奉
輸
誠

　
　
　

毎
年
二
月
二
十
五
日
祭

　
　
　

辰
行
潦
采
花
甚
厚
異
且

　
　
　

乞
許
多
友
人
之
詞
章
欲

　
　
　

献
之
、
漸
至
去
歳
丙
子
之

　
　
　

冬
所
纂
二
詩
歌
二
百
餘
篇
一

　
　
　

也
、
殊
達
二

　
　
　

二
台
君
一
高
聴
拝
賜
二

　
　
　

玉
句
一
花
箋
是
乃
非
二
唯

　
　
　

恩
光
偏
誠

　
　
　

神
感
相
応
一
者
乎
、
雅
契
太

　
　
　

悦
於
レ
是
将
乞
二
余
一
絶
一
記
、

　
　
　

其
事
於
巻
尾
末
固
旧
盟

　
　
　

豈
忍
固
辞
漫
書
鄙
言
随

　
　
　

喜
以
応
二
其
需
一
云
、

204
松
穆
梅
昭
徳
化
敦
文
章
満
案

　

換
蘋
蘩
寸
衷
千
里　

神
攸
饗

　

慶
祝
家
栄
伝
後
昆

　
　
　
　
　
　
　
　

行
年
六
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　

涵
養
溲
謹
跋　

（
印
）（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
津
七
郎
兵
衛

　

依
レ
進
レ
詠
副
二
巻
軸
一
和
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

唯
恒
敬
上

205
ま
こ
と
あ
る
こ
ゝ
ろ
そ

　

た
ね
と
も
ろ
こ
し
や
や
ま

　

と
こ
と
の
葉
も
ゝ
の
し

　

け
り
は

佐
藤
長
兵
衛

　
　

（
印
）

　
　

方
今
献
二
章
為
レ
一
軸
一
予
畜
念
二

　
　

祈
願
満
一
于
レ
茲
仍
漫
書
俚

　
　

語
以
為
レ
跋
矣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
改
同
字
及
平
仄

206
曽
摸
二
聖
影
一
既
七
歳
、
丹
青
揮
毫
徳
輝
新

　

台
上
鳳
文
掌
中
落
、
欣
々
俯
仰
拝
此
醇
二

　

宰
府
霊
梅
一
其
実
一
頒
得
二
徳
香
一
、
当
万
鈎

　

北
野
群
英
連
芳
百
寄
来
東
偏
成
二
奇
珍
一
、

　

高
氏
詠
題
十
五
首
自
レ
是
貴
賤
好
句
陳
二

　

和
漢
二
百
有
余
藻
一
、
米
陽
競
レ
華
百
餘
人
、

　

盥
嗽
自
綴
、
今
作
レ
軸
丑
年
幸
丁
聖
誕
辰

　

時
哉
時
哉
、
豈
不
レ
悦
厳
粛
整
斉
供
二
霊
神
一
、

　
　

承
和
二
丑
年　

神
降
誕
今
当
其
霊
辰

　
　

仍
句
中
及
レ
茲

　

宝
暦
七
丁
丑
年
二
月
二
十
五
蓂

                

佐
藤
直
長
欽
書

（
印
）（
印
）

                

小
嶋
三
郎
平
居
隆

　

易
曰
誠
物
之
終
始
也
、
佐
藤
英
士
従
夙
歳
奉

　

尊
敬
、

207
自
在
天
神
誠
敬
之
餘
乞
於
一
郷
之
緇
素
而
求
二

　

於
詩
歌
一
、
滑
稽
玉
藻
既
数
百
首
随
於
著
到
之
、

　

魁
殿
為
二
管
城
之
列
一
無
射
石
移
レ
山
之
志
、
則
豈

　

能

　

成
二
一
軸
一
光
武
曰
有
志
者
、
事
竟
成
焉
、
宝
暦

　

七
年

　

二
月
二
十
有
五
日
、
望
山
楼
盈
缶
跋

（
印
）

従
二
寛
延
三
庚
午
稔
一
経
二
七
歳
一
、
而
手
自

綴
之
為
二
一
軸
一
、
又
有
二
追
加
一
凡
尽
深
志

于
レ
茲
十
七
ヶ
年
明
和
三
丙
戌
季
漸

装
潢
成
就
焉
、

　

詠
数
二
百
七
章

　
　

和
歌
七
十
一　

詩
四
十
三　

誹
諧
八
十
三

　
　

俳
連
六
句　
　

聯
歌
三
ツ
物　

和　

一
首

　
　

文
一
章

　

吟
輩
百
三
十
五
人
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諸
士
八
十
二
人　

女
八
人　

僧
十
二
人

　
　

町
家
十
九
人　
　

郷
村
十
二
人　

盲
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　

郭
陰
梅
軒
野
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
長
兵
衛
正
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）（
印
）
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